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アッラーこそは神です。かれこそ、私たちが必要とする御方です。かれは、私たちが人
生における奇跡をはっきりと見出したときに感謝する御方です。アッラーという言葉は、幾層ものを
意味を有しています。それは（全宇宙の主である）神の御名であり、イスラーム宗教の
基礎でもあります。かれこそは、あらゆる崇拝に値する御方なのです。
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アラビア語において、神（アッラー）という単語は、「崇拝されるべき者」を意味する「イラーハ
」という動詞から来ています。それゆえ、アッラーはあらゆる崇拝に値する唯一なる御方を意味
するのです。

アッラーは神であり、創造主であり、全世界の供給者ですが、日本語の「神」という言葉は「神
々」のような複数形となったり「女神」のような女性形にすることができるため、人々
の間に相違や混乱をきたします。しかし、それはアラビア語においては当てはまりません。
アッラーという言葉は独立しており、複数形や性別を持ちません。「かれ」として言及される
のは文法的なものであり、アッラーが私たちに理解のできる性別や形をしているというこ
とを示唆しているわけでは全くないのです。アッラーは唯一無二です。アラビア語において
、かれの御名は変更がきかないのです。アッラーはクルアーンにおいて御自身をこのように説
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明しています。
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クルアーンにおけるこの短い章は、「純正章」として知られています。それは僅かな言葉によ
って、神であるアッラーは唯一であるというイスラームの信仰システムを概括します。か
れはその荘厳性において唯一であり、全能性において唯一です。かれには同位者や共同者
がありません。神は唯一であるため、永久に存在するのです。一部の人はこう質問するで
しょう。「神が唯一であるのなら、どうしてクルアーンでは『われら』という言葉が用い
られているのですか？」

英語（欧州言語）の文法には、「君主のWe」という使用法、または「尊厳の複数」というもの
があります。アラビア語、ヘブライ語、ウルドゥー語にも同様にそうした使用法があります。私
たちは王族などの高位身分の一員が、「我々は〜を定める」「我々は〜を認めない」などとい
った話し方をするのを耳にします。それは、複数の人々が話していることを意味するのでは
なく、話者の卓越性、権力、尊厳を示すものです。そうした概念を念頭に置くと、神であるア
ッラーよりもそうした尊厳の複数形を使用するに値する者はいないことが明らかになります。
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13世紀の著名なイスラーム学者、イブン・タイミーヤ師はこのように述べています。「アッラーが
御自身に言及する際に用いる複数形は、かれに値する敬意と名誉に基づいたものであり、か
れの偉大なる美名と特質の数々と、かれの偉大なる軍隊と天使たちの数々に基づいたものなので
ある。」



「われら」を意味する「ナフヌ」という言葉、そして「われらは実に…」を意味する「イ
ンナー」は、複数の神々を指し示しているわけでは全くありません。それらは三位一体の
概念との関係もないのです。イスラーム宗教の基礎は、その全てが唯一の神の存在と、かれの
最後の使徒であるムハンマドの上に成り立っているものなのです。
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